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当初予算額 年度別推移

予算のあらまし：3～4、86～93ページ

令和２年度一般会計当初予算の概要①

.

区立小・中学校の改築事業 ＋41億円
小学校：3校 中学校：2校

私立保育園運営費の助成 ＋28億円
93園 → 112園

会計年度任用職員制度
導入による報酬等 ＋22億円

専門非常勤・臨時職員から移行 約3,000人

歳出 増額の主な要因

財政規模 2,980億円
(＋115億円)

６年連続
過去最大を更新

H27年度 H28年度 H29年度 H30年度 R1年度 R2年度
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①特別区交付金

予算のあらまし：86～93ページ

令和２年度一般会計当初予算の概要②

※金額は、表示している単位未満を四捨五入しています。

いよいよ税制改正の影響が顕在化
（億円） 歳入 年度別推移

３７億円減収

①特別区交付金 1,021億円 ▲37億円
・法人住民税一部国税化に伴う減収

が顕在化し始めたことによる減額

②特別区税 509億円 ＋11億円
・区民税納税義務者の増加（約4,000人増見込）

・収納率の向上 （R2 目標 ： 95.82％）

※H30決算 ： 95.77％

③基金からの繰入 223億円 ＋83億円
・財政調整基金 87億円

・義務教育施設建設資金積立基金 56億円 ほか

令和５年度

149億円減額
見込み

②特別区税

③繰入金



機運醸成＆レガシーづくり

東京2020
オリンピック・パラリンピック



オリパラ
レガシー
１オリパラ

機運醸成
１１

予算のあらまし： 44～45ページ

Special Day2020年７月19日(日)

ＧＯＡＬ【足立市場】

ＳＴＡＲＴ【竹の塚交差点】

イベント広場
【荒川河川敷虹の広場】

国道４号線を
約６km南下
する一直線
のコース

４

2019.8.10号

沿道をデコレーション!
（区主催）

（東京2020組織委員会主催）

（区主催）

（予算額：30,000千円）

（予算額：30,000千円）

足立区役所

セレブレーション開催!

イベント開催!

竹の塚警察署

聖火リレーの１日を楽しもう！

（予算額：10,000千円）

ボランティア運営費
ユニフォーム、暑熱対策、保険、説明会開催費用など



パブリックビューイングで
応援しよう！

ラグビーワールドカップ２０１９™パブリックビューイング
2019．10．20 in 足立区役所庁舎ホール

オリパラ
レガシー
１オリパラ

機運醸成

予算のあらまし： 44～45ページ

足立区ゆかりの選手や、日本代表の人気競技など、

大スクリーンで競技を観戦

２２

チケットを当てて会場へ行こう！

あだち広報のプレゼント企画や健康増進イベントなど

で、オリンピック観戦チケットをプレゼント

（予算額：15,824千円）

会場 ： 区役所庁舎ホール 4 回

花畑地区の学校 2 回開催予定

（予算額：10,069千円）

※パラリンピック観戦チケットも企画中

総枚数 ： 1,026 枚

熱 い 声 援 を 届 け よ う ！



乳がん・子宮頸がん検診のワンコイン化と受診勧奨強化①
オリパラ
レガシー
１オリパラ

レガシー

予算のあらまし： 44～45ページ

スペシャルクライフコート設置

ALL ADACHI で共生社会を目指す！１１

 オランダ伝説のサッカー選手、ヨハン・クライフが設立した
財団が世界中に展開している

 数ある候補地の中から足立区が選出された

 子どもから大人まで障がいの有無にかかわらず
安心してスポーツを楽しめるコートを設置する

使用開始：8月中旬
（パラリンピック開会前）

設置場所：総合スポーツセンター

予算額：81,000千円
（うち約20,000千円がクライフ財団からの寄附）

あだちスポーツコンシェルジュ新規開設

 ２０１９年から、区内６ブロックごとに開催
した地域スポーツミーティングで、障がい
者の“スポーツ参加”と“活動の場”につ
いて議論を深めた

 障がい者スポーツのワンストップ窓口
を、スポーツ振興課に開設（夏予定）。
担当係長を配置し、具体的に動き出す

障がい者のスポーツ参加を促すため、スポーツができる

場所や活動しているグループを紹介します

▲ミーティングの様子

世界で50箇所設置
（2020年1月現在）

※日本では石川県に「本田圭佑クライフコート」が設置されているが、
「スペシャルクライフコート」は日本初。

コートサイズ
20 m×30 m

あだちスポーツコンシェルジュ（イメージ）

地域のちから推進部
スポーツ振興課

スポーツコンシェルジュ
（相談→活動の場を紹介）

障がい者

活動場所の提供、
ニーズにあった
場の創造

ｽﾎﾟｰﾂ推進委員

障がい者
支援施設

体育協会
障がい福祉ｾﾝﾀｰ

あしすと

地域学習ｾﾝﾀｰ
体育館・ﾌﾟｰﾙ等

情報提供

情報提供

アウトリーチ、活動誘導・支援など

様々な関わりの中で
障がい者のｽﾎﾟｰﾂ活動を支援相談

総合型
地域ｸﾗﾌﾞ

相談

紹介

活動の場へ

オ ー ル ア ダ チ



event01

予算のあらまし：70ページ

オリパラ
レガシー

4.19
event02

5.31

8.22-9.22
event03

舎人公園 千住スポーツ公園

西新井区民事務所

「Memorial Rebirth 千住」 「千住の1010人 in 2020年」

「イミグレーション・ミュージアム・2020東京」

春
祭

「あまちゃん」主題歌作曲

世界的舞踏家
NHK大河ドラマにも出演

大友 良英

田中 泯

舞台演出家

高山 明 など

あいちトリエンナーレ
2019出展

インドネシアや
タイからも演者を招聘

無数のシャボン玉が舞う 多くの演者が奏でる

多文化を体感する

祝大祭 予算額：
45,000千円

今年は10年目の集大成

秋
祭

前
半

後
半

２２
SINCE2011

４月から
まずは、

少しずつ広げてきた“人と人の縁”を、さらに広げながら、

春祭

イベントの
規模・回数拡大
イベントの
区民参加

【特別出演】

【特別出演】

大巻伸嗣 野村 誠

岩井成昭

増加

アートを、あだちのレガシーに。 http://aaa-senju.com/
アートアクセスあだち 音まち千住の縁



台風19号の教訓に学ぶ



水防体制再構築に向けた庁内検討

・区の水防体制を再構築
・各部会を設置し、詳細内容を検討

情報発信部会

水防体制再構築本部

本部長：区長
ＮＰＯ法人環境防災総合
政策研究機構「ＣｅＭＩ」

⬤新たな情報発信方法
⬤ホームページ
⬤ＳＮＳ
⬤防災行政無線
⬤ラジオ
⬤Ｊ：ＣＯＭ
⬤あだち安心電話
⬤足立区防災ナビ 等

⬤鍵の管理

⬤避難所開設・運営体制

⬤備蓄物品の見直し

⬤各学校との連携

⬤新たな避難所の設定

⬤要配慮者対策

⬤ペット動物同行避難 等

⬤緊急避難建物の設定

⬤環境整備基準見直し

⬤公共施設等整備基準・公共
建築物整備基準の見直し

⬤民間建物との協定

⬤高台整備
⬤マンション住宅への避難

周知 等

⬤地区の選定

⬤地域協議会の運営

⬤地域の特性の分析

⬤地域が抱える課題の
抽出

⬤避難先の検討 等

避難所運営部会

⬤浸水深の表示

⬤構造の検討（床の高さなど）

⬤施設更新計画の検討

⬤避難場所等の位置の検討

⬤共用部の面積の見直し

⬤備蓄倉庫の規模、位置 等

垂直避難部会 コミュニティ
タイムライン部会

学校整備部会

専門的知見を持つ事業者(ＣｅＭＩ)に、
水防体制の見直しについて業務委託

予算額 ：18,238千円

 水防体制再構築本部、各部会の運営
 避難所開設手順書の作成
 コミュニティタイムラインの作成支援

教訓を生かすための水防対策を検討
水害
対策
１１

予算のあらまし： 28～29ページ



風水害に備える その①

予算のあらまし： 28～29ページ

１

１

２

３

４

▲土のうステーション
(イメージ)▲ライフジャケット(イメージ)

 現在は、地震編がベースの計画

 水害時の避難所や情報発信のあり方

等、水防体制の再構築内容を反映して

充実させる

地域防災計画の風水害編

予算額：4,706千円

公共施設に
浸水深を表示

 区立小・中学校

 地域学習センター

 住区センター 等

予算額：18,920千円 浸水深表示板
設置イメージ

風水害を想定した備蓄物品

 水害用の備蓄品を強化

(例) ライフジャケット

 ライフライン停止への備えを強化

(例) 発電機、トイレ用便袋

予算額：91,319千円

土のうの貸し出し施設等

 土のう貸し出し施設整備

箇所数：1→ 2 予算額：3,406千円

 土のうステーション整備

箇所数：9→13 予算額：3,189千円

計 172箇所

水害
対策
２２２

※デザイン調整中



風水害に備える その②

予算のあらまし： 28～29ページ

学校施設では、
今後、以下について検討していきます。

【設置校】
・小学校：68校
・中学校：31校

５

 契約をリース方式とすることで、設置を前倒し

 停電時も稼動可能なガス式を使用

 発電機内蔵で、停電時でもエアコンの起動、体育

館内の照明、コンセントの使用が可能

 都市ガスが供給停止しても、プロパンガスに切り

替え可能な装置を導入

予算額：

628,856千円

令和2年 夏までに

学校体育館のエアコン

23区初

 施設の築年数だけでなく、水害リスクも勘案し、

施設更新順や改修方法を検討する

 学校新設の際は、浸水深の高さを考慮して、

職員室、受変電設備、体育館などの位置を決定する

 設計では、災害種別や避難者数を踏まえ、避難想定

人数にあった備蓄倉庫の広さや廊下の幅を考慮する

水害
対策
33



－子どもの貧困対策実施計画－未来へつなぐ
あだちプロジェクト

令和2年度から、第2期スタート



子どもの貧困対策第２期スタート ～新たな課題の克服へ～
子どもの
未来応援
１１

予算のあらまし： 32～33ページ

H28
H31
R 1H29 H30H26

これまでの成果 見えてきた課題と強化していく取組み（計画に反映）

居場所を兼ねた学習支援

子どもの健康・生活実態調査

妊娠期からのよりきめ細やかな支援
ＡＳＭＡＰ事業

ひとり親の総合支援

（就労支援・交流支援・相談支援）

令和
２年度

第２期計画のスタート

外国にルーツを持つ子どもの支援

若年者支援（主に10～30代）
（子どもの自立に向けた取組みの充実）

子どもの経験・体験の機会拡充

地域との関わり（協働・協創）

切れ目のない支援と子どもの貧困対策の理解促進

課題

強化

強化

強化

課題

平成
27年度

全国に先駆け、
子どもの貧困対策実施計画を策定

見直し

令和
7年度

第
二
期
施
策
に
反
映

●
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
の
実
施

●
学
識
経
験
者
か
ら
の
意
見

など

基礎自治体でなければできない施策を展開

H27～

H27～

H28～

H29～

～R1

見えてきた

見えてきた

さらに

さらに

さらに区内20ヵ所以上で子ども食堂が活動

※ 区で活動を把握している数



外国にルーツを持つ子ども の支援子どもの
未来応援
２２

予算のあらまし： 32～33ページ

■小・中学校全１０４校（各校1台） に導入

■日本語学習ルーム（保木間小学校に設置）の新設

予算額：4,146千円【新規】

予算額：30,312千円【拡充】

居場所を兼ねた学習支援（イメージ）

■派遣時間の増加（9,076時間→10,004時間）

予算額：12,965千円【新規】

■孤立化・不就学の解消、高校進学サポート

予算額：835千円【新規】

23区初
の

公的サービス

学校での支援 地域での支援

音声翻訳機の導入

日本語適応指導講師の拡充

あだち日本語学習ルーム（仮称）

居場所を兼ねた学習支援の実施

児童・生徒、保護者との円滑なコミュニケーションを図る

学校生活適応のための日本語指導や、生活習慣の指導

日本語習得と学校生活への適応（全中学生対象・設置校のみ小学生利用可）

仲間づくりと日本語習得、就学・就労への意欲向上



若年者支援（子どもの自立に向けた取組みの充実）
子どもの
未来応援
３３

予算のあらまし： 32～33ページ

 臨床心理士等による心の支援の実施

 様々な体験活動（ボランティア体験、ものづ
くり体験、農業体験、食事会、宿泊イベント等）
の提供

 本人の親・きょうだい等、家族への支援も
併せて行う場の提供

予算額：18,600千円【新規】

ひきこもり状態の方への支援 新・育英資金事業

予算額：75,000千円【新規】

小学校入学前・
中学校入学前 高校入学前 大学等高校等

助成（国・都）あり助成 なし
就労等社会参加へ

助成（区）あり

※就学援助とは、経済的理由により就学
困難な児童・生徒の保護者に対して、
給食費や学用品費等の援助を行うこと

居場所支援の実施 高等学校等入学準備助成を創設

 対象：就学援助（※）の認定世帯（生活保護
世帯を除く）で中学校３年生の保護者

 内容：高等学校等の入学前にかかる費用の

一部を助成（一律５万円）

家族以外の人と交流でき、安心して過ごせる場の提供 国や都の奨学金制度充実に伴い、区の育英資金事業を再構築

両親と子ども２人の４人世帯

世帯収入580万円が上限

モデルケース



エリアデザイン/健康寿命/経済活性化

その先の ひと・まち・くらし



エリアデザインの新たな挑戦エリアデザイン

予算のあらまし：42～43ページ

令和4年度、江北桜中跡地に開設!!

まちが動き出す!! エリアデザイン進行中!!

令和３年春、六町駅前に開設!!

安心
拠点づくり

区有地

六
町
公
園

六町駅前広場

区内初!!
民間交番

～(仮称)六町駅前
安全安心ステーション～

N

 妊産婦、乳幼児(子ども)、女性
を対象とした取組み

 高齢者が安心して暮らすため
に、医療・介護ケアの向上

【新施設のコンセプト】

ひと・
まち・くらし
1１

六町 2021年 江北 2022年
健康

拠点づくり

(仮称)江北健康
づくりセンター

令和2年度建設費予算額 ：115,000千円 令和2年度建設費予算額：1,303,929千円



人生１００年時代！健康寿命を延伸！

予算のあらまし： 38～39ページ

令和２年度～
新規開始

健康データを集めて分析!

住んでいるだけで
自ずと健康に!

◆特定不妊治療費助成
【29,250千円】（650件）

◆産後ケア
〈デイサービス型〉

【5,208千円】（138組）

◆産後育児ストレス相談
（30回）

◆ロタ ウイルス
ワクチンの定期接種
【80,876千円】（6,094件）

◆「データヘルス計画」改定 【218千円】

◆高齢者インフルエンザ
予防接種の任意接種

〈初めて対象になる方は

誕生日を待たずに10月1日から接種可能〉
【3,749千円】（1,077人）

◆健康経営の推進
〈職場の健康づくりを応援〉

【1,949千円】
（計5～10事業所）

※R元年度からモデル事業実施

◆「ベジタベライフ協力店」の
質の向上【1,619千円】

・協力店の新規開拓に加えた
掲示物のメンテナンス（190店舗）

・全店舗に英語表記のステッカー

◆「子どもの健康を守る卒煙チャレンジ支援事業」
〈約３か月の治療プログラム完了者に助成〉

【1,395千円】（50人）

Evidence Based Policy Making
（証拠にもとづく政策立案）を推進

ひと・
まち・くらし
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買おう！使おう！お得な 「プレミアム商品券」
（予算額 48,984千円）

・令和2年度限定

プレミアム率アップ 10％→20％
（足立区商店街振興組合連合会発行）

・発行は７月に前倒し（通常10月発行）

オリパラ開会直前を彩る 「足立の花火」
（予算額 135,439千円）

・令和2年５月３０日（土） 午後７時３０分開始予定

・打ち上げ数増 13,000 発 → 15,000発

おトクな商品券で消費を喚起！ 花火で集客！ひと・
まち・くらし

予算のあらまし： 40～41ページ
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